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見る

レビュー対象
の理解

欠陥の予測
& 検証

指摘

言葉

欠陥知識

仮説力

要約力

レビューに必要な能力のうち、

要約力と仮説力が重要



レビューアの要約力の発揮事例
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交通費精算システム

2-3 交通費承認一覧画面
当画面では利用者が承認者として申請された交通費精算データを表示し、承認を行う。
検索条件の申請日、申請状況を入力し、検索ボタンを押下することで、利用ユーザが承認者
に指定された交通費精算データが表示される。
交通費精算書を承認する場合は、交通費一覧の選択をチェックし、承認ボタンを押下すること
で、交通費精算データの承認処理ができる。同様に否認ボタンを押下することで否認処理がで
き、印刷ボタンを押下することで、交通費精算書を出力できる。
交通費精算の明細データを参照する場合は、交通費一覧を表示後、申請番号を押下するこ
とで交通費承認明細画面に遷移する。（当資料では交通費承認明細画面の説明は省略）

大事なところ
だけに着目

開発者と異なるレビューア独自の読み方



レビューアの仮説力の発揮事例
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欠陥知識[例]

[指摘箇所] 画面設計書 x.x章
[内容] アクション終了後の画面

遷移が記載されていない
[指摘種別] 設計上の表現の不足

物流在庫管理システム 生産管理システム

共通点に
着目

開発者と異なるレビューア独自の思考
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レビューに必要な能力=
要約力+仮説力

トレーニングで向上が期待



１．要約力トレーニング

要約する
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１日 ５分 （１個あたり５分）

社説を読む社説

※毎日継続的に実施すること

社説を読み、テーマ、結論、
理由、背景を記述する

要約力
トレーニング
シート



要約力トレーニング実例

7『読売新聞』 2017年2月19日 社説

部活動の休養日 楽しんでこそのスポーツだ

適度な練習により、生徒や指導教員が楽しく、前向きに取り組める部活動にしたい。
中学や高校の運動部の活動に関し、文部科学省は、休養日を適切に設けるよう教育委員会に通知した。
スポーツ庁が約１万６００の中学校を対象に実施した調査で、２割が週に１日も休養日を設けていないことが分
かった。東京や大阪では６割超に上った。
行き過ぎた部活動は、身体の故障や精神的な「燃え尽き」につながる。疲れ切って、勉強が疎おろそかになっては、本
末転倒だ。文科省が「生徒、教員ともに、様々な無理や弊害を生む」として、改善を求めたのは、もっともである。
部活動は学校教育の一環だ。学習指導要領は、学習意欲の向上や責任感、連帯感を育むのに役立つ、と謳ってい
る。練習や試合を通して培った友情が、大きな財産となっている人も多いだろう。
部活動は、アスリート養成の役割も担う。競技力向上の最前線として、猛練習を容認する風潮が少なからずある。各
競技の名門校で、特にその傾向が強い。
政府の有識者会議が１９９７年に、「中学は週２日の休養日、土日の練習は３、４時間以内」といった指導例を
示したものの、十分に浸透していないのが現状だ。
より多くの生徒がスポーツに親しむ環境作りのために、部活動の在り方を見直すべきだ。トップ選手を目指す生徒の受け
皿としては、地域や民間のクラブなどを充実させることが求められる。
部活動は、教員を多忙にする大きな要因でもある。練習や試合への引率などで時間を割かれる。
横浜市教委は一昨年、「部活ノーデー」を設けた。大阪府教委は、府立校に週最低１日の休養を義務付ける試みを
１月から始めた。
スポーツ庁も、医学の観点を取り入れた調査を実施した上で、練習時間や休養日に関する新たな指針を新年度に策
定する。
確実に改善するためには、教諭以外の外部人材を積極的に活用することが欠かせない。
少年野球チームの監督や各競技の元選手らを指導者として受け入れている自治体もあるが、身分や責任は必ずしも
はっきりしない。教員ではないため、大会への引率ができないケースも多い。
文科省は、学校教育法の施行規則を改正して、法的立場を明確にした「部活動指導員」の配置を促し、問題点を解
消する方針だ。
適切な指導を徹底させて、つら過ぎる部活動をなくしたい。

社説



要約力トレーニング実例
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部活動の在り方を見直すべきだ

猛練習を容認する風潮がある
行き過ぎた部活動は、身体の故障や精神的

な「燃え尽き」につながる

横浜市教委の「部活ノーデー」
医学の観点からの練習時間や休養日に関す

る指針

結論

理由

背景

部活動の休養日 楽しんでこそのスポーツだテーマ



２．仮説力トレーニング

推測する
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１日 15分 （１個あたり５分 × 3個）

仮説力
トレーニング
シート

社説の
冒頭を読む

社説

※毎日継続的に実施すること

社説の４分の１を読み、
結論、理由、背景を推測する



仮説力トレーニング実例
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目安1/4

部活動の休養日 楽しんでこそのスポーツだ

適度な練習により、生徒や指導教員が楽しく、前向きに取り組める部活動にしたい。
中学や高校の運動部の活動に関し、文部科学省は、休養日を適切に設けるよう教育委員会に通知した。
スポーツ庁が約１万６００の中学校を対象に実施した調査で、２割が週に１日も休養日を設けていないことが分
かった。東京や大阪では６割超に上った。
行き過ぎた部活動は、身体の故障や精神的な「燃え尽き」につながる。疲れ切って、勉強が疎おろそかになっては、本
末転倒だ。文科省が「生徒、教員ともに、様々な無理や弊害を生む」として、改善を求めたのは、もっともである。
部活動は学校教育の一環だ。学習指導要領は、学習意欲の向上や責任感、連帯感を育むのに役立つ、と謳ってい
る。練習や試合を通して培った友情が、大きな財産となっている人も多いだろう。
部活動は、アスリート養成の役割も担う。競技力向上の最前線として、猛練習を容認する風潮が少なからずある。各
競技の名門校で、特にその傾向が強い。
政府の有識者会議が１９９７年に、「中学は週２日の休養日、土日の練習は３、４時間以内」といった指導例を
示したものの、十分に浸透していないのが現状だ。
より多くの生徒がスポーツに親しむ環境作りのために、部活動の在り方を見直すべきだ。トップ選手を目指す生徒の受け
皿としては、地域や民間のクラブなどを充実させることが求められる。
部活動は、教員を多忙にする大きな要因でもある。練習や試合への引率などで時間を割かれる。
横浜市教委は一昨年、「部活ノーデー」を設けた。大阪府教委は、府立校に週最低１日の休養を義務付ける試みを
１月から始めた。
スポーツ庁も、医学の観点を取り入れた調査を実施した上で、練習時間や休養日に関する新たな指針を新年度に策
定する。
確実に改善するためには、教諭以外の外部人材を積極的に活用することが欠かせない。
少年野球チームの監督や各競技の元選手らを指導者として受け入れている自治体もあるが、身分や責任は必ずしも
はっきりしない。教員ではないため、大会への引率ができないケースも多い。
文科省は、学校教育法の施行規則を改正して、法的立場を明確にした「部活動指導員」の配置を促し、問題点を解
消する方針だ。
適切な指導を徹底させて、つら過ぎる部活動をなくしたい。

『読売新聞』 2017年2月19日 社説

社説



仮説力トレーニング実例①
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文武両道が学生の
本文だ

スポーツ選手として
大成するのは一握り
プロ野球選手の引
退後のセカンドキャリ

アも重要

高校野球の２１世
紀枠

結論

理由

背景

部活動の休養日 楽しんでこそのスポーツだテーマ

先生も休みたい

部活動指導により
先生の休み消失
残業代が出ず、モ
チベーションも上が

らない

プレミアムフライデー
導入企業の増加

…

…

…

1回目 2回目 3回目



実験・評価 1/2
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仕様書
個人
レビュー

トレーニング前

5日間11名にトレーニングを実施し、欠陥検出数を測定

仕様書
個人
レビュー

トレーニング後

トレーニング(1日約20分)

要約力

仮説力

要約力

仮説力

要約力

仮説力

要約力

仮説力

要約力

仮説力

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目

レビュー指摘票

レビュー指摘票



実験・評価 2/2
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125

100

75

トレーニング前 トレーニング後

全欠陥

重大欠陥

トレーニング前後での欠陥検出数の伸び率[％]
（トレーニング前を100とした場合）

135%

トレーニングにより重大欠陥検出数が向上‼

15.82
16.55

3.36

4.55
グラフ内白抜き数字は、平均欠陥検出数[件]

105%

135%

にUP！



レビューアに必要な能力は、要約力と仮説力

まとめ
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要約力と仮説力はトレーニングで向上可能

要約力と仮説力の向上が、

重大欠陥の検出に有効


